

















（1） 峠三吉 日記  
昭和２０年７月２９日から１１月１９日（資料番号 T0087）  
  
（２） メモ － 覚え書 － 感想 －  



















委員長 松尾 雅嗣  



































 昭和二十年八月 （祖国危機に瀕してあり）  






























池田 正彦  




１ 『原爆詩集』はその後二度復刻されている。前掲目録資料番号O0002 及び O0005。  
２ 詳細については前掲目録「まえがき」参照。  
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